
資料３

平成１７年農業生産の技術指導について
（平成17年４月27日付農林水産省大臣官房技術総括審議官通知）

Ⅰ （略）

Ⅱ 技術指導の具体的留意事項
（Ⅰ）共通 （略）
（Ⅱ）作目別
１～９ （略）

10 野菜
(1) 基本的留意事項 （略）
(2) 栽培技術上の留意事項
ア～イ （略）
ウ 栽培管理
(ｱ)～(ｴ) （略）
(ｵ) 花粉媒介昆虫の利用

花粉媒介昆虫として広く利用されているセイヨウオオマルハナバチについては、
特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（平成１６年法律第
７８号）に基づいて開かれた専門家会合において「セイヨウオオマルハナバチに
ついては、野外における生態系等への影響について十分な知見は得られていない
ものの、実験結果等を踏まえれば、被害を及ぼす可能性が強く示唆されている。
（中略）逸出防止上の高い効果が期待できるネット展張及び使用済み巣箱の回収
を確実に実施することが極めて重要である。」（一部抜粋）と報告されたこと等
を踏まえ、その利用に当たっては、飛散防止用ネットの使用及び使用済み巣箱の
適正処理（完全殺虫）等施設外への拡散を防止するための適切な措置を講じる。
また、代替品として在来種マルハナバチが商品化されていることから、在来種

への切替について産地の状況を踏まえ検討することも生態系への影響を軽減する
との観点から重要である。なお、在来種を利用する場合であってもセイヨウオオ
マルハナバチと同様の施設外への拡散を防止するための適切な措置を講ずる必要
がある。


